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数   学   問   題 

 

[１] Ａ＝       ､Ｂ＝        ､Ｃ＝       のとき、 

３(Ａ＋２Ｂ)－(５Ｂ－２Ｃ)－(Ａ＋４Ｃ)を計算すると  １  である。 

 

①          ②         ③         ④         

 

[２] Ａ＝       、Ｂ＝       のとき、
Ａ

Ｂ
＋

Ｂ

Ａ
の値は  ２  である。 

 

  ①             ② ３         ③ ２         ④ ４ 

 

[３]          、          のとき 、        の値は  ３  である。 

  

① ５        ② ７     ③ ９     ④ １３ 

 

[４] 不等式         を解くと  ４  である。 

 

① 
１

２
       ②   

１

２
     ③ 

１

２
              ④     

 

[５]  いくつかのみかんを何人かで分ける。１人６個ずつ分けると３８個残り、１人

１５個ずつ分けると最後の１人分が何個か不足するという。このときのみかんの

個数は  ５  個である。 

 

① ５６       ② ６２       ③ ６８      ④ ７４ 

 

[６] Ａ君は、 の２次方程式          を解くのに、         を解いてし

まったため、重解をもつはずだった方程式が実数解をもたないことになってしま

った。定数  の値は  ６  である。 

 

①           ②            ③         ④       
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[７] グラフが   軸と２点(－２，０)、(４，０)で交わり、頂点の   座標が ９で  

あるような２次関数は  ７  である。 

 

   ①                                            ②               

③                                               ④            

 

[８] ２次関数            の頂点は(－２，４)で、このグラフを原点に関し

て対称移動したグラフは点（１，－５）を通る。この２次関数は  ８  である。 

 

①                                            ②             

③                                           ④            

 

[９] ２つの２次関数            と            のグラフの頂点が 

一致するとき、定数  ､ の値は  ９  である。 

①    １、 ＝ ２             ②    １、 ＝
１１

４
 

③   １、 ＝  
７

４
                                ④   １、 ＝３  

[１０] ２次関数          （      ２）において、最大値が３になるよ

うな定数  の値は  １０   である。 

 

① －５              ② １      ③ ３       ④  ４ 

 

[１１] ２次方程式             が異なる２つの負の解をもつような 

定数  の値の範囲は  １１  である。 

 

①      ②          ③         ④        

 

[１２] ２次関数           の値が、常に－４より大きくなるような定数  

の値の範囲は  １２  である。 

 

   ①                                                 ②              

③                                         ④               
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[１３]      
５

１２
          のとき、           の値は  １３  である。 

 

    ①  
１２

１３
         ②  

５

１３
        ③ 

５

１３
        ④ 

１２

１３
 

[１４] ２直線      、     のなす角(鋭角)は  １４  である。 

 

① ３０°    ② ４５°     ③ ６０°   ④ ７５° 

 

[１５] △ＡＢＣにおいて、ＢＣ＝２、ＡＣ＝    、∠Ｃ＝６０°のとき、 

   ∠ＡＢＣ＝  １５  である。 

 

① ４５°        ② ６０°      ③ ７５°  ④ ９０°  

 

[１６] △ＡＢＣにおいて 、ＢＣ＝   、ＣＡ＝      、∠Ｃ＝６０°のとき、 

ＡＢの長さを求めると  １６  である。 

 

①             ②             ③           ④ ６ 

 

[１７] 円に内接する四角形ＡＢＣＤがある。ＡＢ＝３､ＢＣ＝４､ＣＤ＝３､ＤＡ＝２ 

のとき、この四角形ＡＢＣＤの面積は  １７  である。 

 

①           ②         ③        ④      

[１８] 全体集合をＵ＝{n|nは３けたの自然数}、Ｕの部分集合Ａを 

Ａ＝{n|n＝5k＋２、kは整数}とするとき、集合Ａの要素の個数は  １８  で 

ある。 

① １７９         ② １８０       ③ １８１      ④ １９９  

 

[１９]       が自然数になるような最小の自然数  は  １９  である。 

 

①  １０        ② ３５     ③ ７０      ④ ９８ 
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[２０] 男子３人、女子３人が１列に並ぶとき、一端に男子、もう一端に女子が並ぶ

並び方は  ２０  通りである。 

 

① ４８      ② １０８     ③ ２１６    ④ ４３２ 

 

[２１] 大、中、小３つのさいころを同時に投げるとき、少なくとも２つの目が偶数

になる場合は  ２１  通りである。 

 

① ２７         ② ８１          ③ １０８       ④ １８９ 

 

[２２] ６人が１列に並ぶ。このとき、特定の２人が隣り合うかまたは両端にくる 

確率は  ２２  である。 

 

     ① 
２

１５
      ② 

１

５
                        ③ 

１

３
        ④ 

２

５
 

[２３] Ａの袋には赤玉２個と白玉３個、Ｂの袋には赤玉４個と白玉２個が入ってい

る。Ａ、Ｂの袋から１個ずつ玉を取り出すとき、同じ色の玉を取り出す確率は 

      ２３  である。 

     

① 
２

１５
                 ② 

３

１５
                    ③ 

７

１５
        ④ 

３

５
 

 

[２４] 当たりくじが４本入っている１０本のくじがある。このくじをＡ、Ｂ、Ｃが

この順で１本ずつ引く。ただし、引いたくじはもとに戻さないものとする。こ

の試行において、Ｃが当たりくじを引く確率は  ２４  である。 

 

① 
１

５
                      ② 

２

５
                        ③ 

３

５
                     ④ 

４

５
 

 

[２５] Ａは２枚の硬貨、Ｂは３枚の硬貨をそれぞれ投げ、表の出た硬貨の枚数の多

い方を勝ちとする。このときＡの勝つ確率は  ２５  である。ただし、表の

出た硬貨の枚数が同じ場合、または、ともに裏しか出ない場合は引き分けとす

る。 

   ① 
１

３２
      ② 

１

１６
        ③ 

３

１６
        ④ 

１

４
 

                                                        


